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滞
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し
て
お
り
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し
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。

　

皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
を
お
掛
け
致
し
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
報
告
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の

館
報
で
す
が
、
昨
年
九
月

号
、
本
年
一
月
号
を
合
併
致

し
ま
し
て
の
発
行
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し

て
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨 

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
啓　

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
様
変

わ
り
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

経
口
薬
の
開
発
な
ど
様
々
な

方
策
は
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
未
だ
収
束
が
見
え
て

こ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
も
そ
の

影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
こ 

と
と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す

の
で
玄
洋
社
先
覚
の
各
顕
彰

行
事
等
も
中
止
の
已
む
な
き

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収

束
の
折
に
は
、
鋭
意
、
玄
洋

社
記
念
館
本
来
の
活
動
を
再

開
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
節
は
、
賛
助
会
員
各
位

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
来
で
し
た
ら
、

館
報
「
玄
洋
」
本
号
（
百
四

十
号
）
も
昨
年
九
月
一
日
付

け
及
び
本
年
一
月
一
日
付
け

で
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
へ
お

届
け
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
館
報
編
集
者
の
訃

報
も
あ
り
、
作
成
作
業
が
遅

　

例
年
五
月
に
斎
行
し
て
お
り
ま
す
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰

祭
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
本
年

も
中
止
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

廣
田
先
生
の
顕
彰
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た

め
昨
年
も
中
止
致
し
ま
し
た
。
三
年
続
き
の
中
止
は
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
が
、
や
む
を
え
ず
決
断
し
た
次
第
で
す
。

　

各
位
に
は
、
な
に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
の
一
般
社
団
法
人
玄
洋
社 

記
念
館
の
現
事
務
所
は
４
月
末
を
も
っ
て
移
転
し
ま
す
の

で
、
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
移
転
先
は
左
記
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
関
係
者
一
同
一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
愛
顧
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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彼
（
平
野
國
臣
）
は
目
的
を
達
す
る
こ
と
な
く
五
条
を

去
り
、
報
告
の
た
め
京
都
に
帰
る
の
だ
が
、
京
都
の
情
勢

は
一
晩
の
う
ち
に
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
い
た
。
八
月
十
八

日
の
政
変
で
尊
攘
派
は
一
掃
さ
れ
、
平
野
の
帰
る
と
こ
ろ

も
な
く
な
っ
て
い
た
。憂
さ
晴
ら
し
に
祇
園
に
直
行
す
る
。

　

そ
の
夜
、
平
野
の
宿
所
に
は
新
選
組
が
踏
み
込
ん
で
い

た
。
危
機
一
髪
、
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
郷
里
の

友
人
に
宛
て
た
手
紙
に
、
そ
の
間
の
事
情
を
述
べ
て

　
「
こ
れ
ま
で
登
楼
の
損
は
あ
れ
ど
も
一
得
な
か
り
し
に
、 

昨
夜
の
登
楼
に
て
こ
れ
ま
で
の
損
は
す
べ
て
償
い
申
し

候
。
ご
一
笑
下
さ
る
べ
く
候
」

　

と
言
っ
て
い
る
。

　

京
都
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
平
野
は
但
馬
・
生
野
（
い

く
の
）
に
出
て
天
誅
組
に
呼
応
し
て
義
兵
を
挙
げ
る
。
実

は
そ
の
こ
ろ
天
誅
組
は
既
に
潰
滅
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

平
野
は
生
野
挙
兵
の
首
領
に
頂
く
た
め
長
州
に
下
っ
て

七
卿
の
一
人
、
沢
宣
嘉
を
引
き
出
し
生
野
の
代
官
所
に
立

て
こ
も
っ
た
。
し
か
し
、
確
た
る
戦
略
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
武
器
も
兵
員
も
不
足
し
て
い
た
の
で
、
ま
た
た

く
間
に
周
辺
の
但
馬
、
出
石
（
い
づ
し
）
の
藩
兵
に
囲
ま

れ
て
潰
走
す
る
。

　

平
野
は
脱
出
の
途
中
、
豊
岡
藩
に
捕
ま
り
、
京
都
・
六

角
の
牢
に
送
ら
れ
た
。
牢
内
で
年
を
越
し
て
文
久
四
年
、

　

賛
助
会
員
の
皆
様
に

は
、日
頃
か
ら
玄
洋
社
記

念
館
の
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
玄
洋
社
記
念
館

は
、
四
月
一
日
か
ら
令
和

４
年
度
分
の
賛
助
会
費
の

受
け
付
け
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
皆

様
も
大
変
な
状
況
下
で
、

は
な
は
だ
心
苦
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
現

金
で
の
お
振
り
込
み
の
際

に
は
振
込
手
数
料
が
発
生

い
た
し
ま
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一

万
円

　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝

一
口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た

は
銀
行
振
込
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
込
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番

号
０
１
７
７
０
～
１
～
２

０
７
３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店

　

普
通
預
金　

口
座
番
号

０
７
４
０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄

洋
社
記
念
館
」
で
す
。

　

本
年
５
月
に
開
催
予
定
で
あ

り
ま
し
た
世
界
水
泳
選
手
権
福

岡
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
残
念

な
が
ら
２
度
目
の
延
長
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
約
１
９
０
ヵ

国
・
地
域
よ
り
約
２
、
４
０
０

人
を
予
定
し
て
お
り
、
来
場
者

は
40
～
50
万
人
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
競
泳
、
飛
込
、
水
球
、

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
な
ど
６
種
別
76
種
目
の
競

技
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
岡
市
の
特
徴
で
あ
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
都
市
構
造
を
生
か

し
、
大
会
環
境
は
コ
ン
パ
ク
ト

な
が
ら
大
会
価
値
の
最
大
化
の

実
現
に
向
け
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ

福
岡
や
地
行
浜
で
の
特
設
プ
ー

ル
等
を
活
用
し
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
エ
リ
ア
に
競
技
会
場
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
等
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
選
手
の
移
動
負

担
の
軽
減
、
大
会
全
体
の
盛
り

上
げ
、
効
率
的
な
大
会
運
営
を

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
２
０
２
３
年
７

月
14
日
（
金
）
～
７
月
30
日

（
日
）
の
17
日
間

　

玄
洋
社
記
念
館
理
事
及
び
館
報
「
玄
洋
」
編
集
者
の
梶
原
昻
氏

（
享
年
八
十
一
）
は
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
昨
年
十

二
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
原
理
事
は
長
年
に
亘
り
事
務
局
と
し
て
玄
洋
社
記
念
館
の
運

営
、
顕
彰
祭
等
の
行
事
を
的
確
に
遂
行
し
、
ま
た
編
集
者
と
し
て

精
力
的
に
現
地
に
赴
き
取
材
を
行
い
、

玄
洋
社
の
姿
を
正
し
く
後
世
に
残
す
べ

く
本
館
報
の
作
成
、
発
行
な
ど
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
献
身
的
な
偉
功
に
感
謝
し
、
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

シーライ

シャーニー

〈24〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

令
和
４
年
度

第
19
回
世
界
水
泳
選
手
権

２
０
２
２
福
岡
大
会
は

２
度
目
の
延
期
に玄

洋
社
記
念
館
理
事　

梶
原　

昻　

逝
去

訃
報

第 19 回
FINA 世界水泳選手権 2022

福岡大会 マスコット
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二
月
に
改
元
が
あ
っ
て
元
治
元
年
。
七
月
十
九
日
に
は
蛤

御
門
の
変
が
起
こ
っ
た
。

　

ど
さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
六
角
の
牢
に
収
容
さ
れ
て
い
た

志
士
は
処
刑
さ
れ
る
。
平
野
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
、
三
十
七
歳
。
彼
は
新
選
組
の
手
に
か
か
っ
た
と
い

う
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
処
刑
は
町
奉
行
の
手
で

執
行
さ
れ
、
そ
れ
も
奉
行
の
一
存
で
行
わ
れ
た
も
の
ら
し

い
。

　

の
ち
に
奉
行
の
滝
川
播
磨
守
が
京
都
守
護
職
・
松
平
容

保
に
呼
び
つ
け
ら
れ
、
ひ
ど
く
叱
責
さ
れ
た
。
特
に
平
野

の
処
刑
を
と
が
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

会
津
藩
主
・
松
平
容
保
は
維
新
後
、
朝
敵
呼
ば
わ
り
を

さ
れ
る
の
だ
が
孝
明
天
皇
の
信
任
が
最
も
厚
か
っ
た
の

は
、
こ
の
人
で
あ
っ
た
。

　

禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
変
）
を
起
こ
し
た
長
州
に
対
し

て
幕
府
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
八
月
）
懲
罰
の
軍
を

起
こ
す
。
こ
の
時
、
福
岡
藩
を
代
表
し
て
現
地
に
出
向
い

た
加
藤
司
書
は
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
等
と
と
も
に
幕
府
と
長

州
の
間
に
立
っ
て
調
停
に
尽
力
し
た
。

　

結
局
こ
の
時
は
長
州
藩
の
恭
順
に
よ
っ
て
戦
火
を
ま
じ

え
る
こ
と
な
く
事
態
は
収
拾
さ
れ
る
。
司
書
は
藩
主
・
長

溥
の
意
を
体
し
て
幕
長
間
の
折
衝
に
当
た
っ
た
の
だ
が
無

血
解
兵
の
目
的
を
達
す
る
と
広
島
の
宿
舎
に
帰
っ
て
部
下

の
藩
士
と
と
も
に
祝
杯
を
あ
げ
た
。

　

こ
の
時
、
司
書
が
心
境
を
述
べ
て
う
た
っ
た
筑
前
今
様

が
有
名
な

　

皇
国
（
す
め
ら
み
く
に
）
の
武
士
（
も
の
の
ふ
）
は　

　

い
か
な
る
こ
と
を
か
勤
べ
き　

只
（
た
だ
）
身
に
も
て

　

る
赤
心
（
ま
ご
こ
ろ
）
を　

君
と
親
と
に
尽
く
す
ま
で

で
あ
っ
た
と
い
う
。
司
書
は
十
二
月
二
十
七
日
広
島
を
た

っ
て
翌
年
正
月
、
福
岡
に
帰
る
の
だ
が
、
長
州
で
の
功
績

を
認
め
ら
れ
て
家
老
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
筑
前
勤
王
派
の

首
領
と
し
て
加
藤
司
書
の
存
在
が
、
い
よ
い
よ
重
き
を
な

す
。�

（
こ
の
項
続
く
）

　
「
玄
洋
社
」
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
設
立

さ
れ
た
。
以
降
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
を
経
て
百
四
十

二
年
の
時
が
流
れ
た
令
和
の
今
日
、「
玄
洋
社
」
は
人 

々
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
―
「
玄
洋

社
」
研
究
の
第
一
人
者
で
、
本
紙
連
載
「
玄
洋
社
関
係

資
料
の
紹
介
」
の
筆
者
、
石
瀧
豊
美
さ
ん
に
、
自
身
の

今
後
の
研
究
課
題
と
と
も
に
述
べ
て
も
ら
っ
た
。

　

玄
洋
社
生
み
の
親
と
言
わ

れ
る
眼
科
医
・
高
場
乱
（
お

さ
む
）
を
調
べ
よ
う
と
思
い

立
っ
た
の
は
昭
和
五
十
（
一

九
七
五
）
年
九
月
二
十
日
の

こ
と
。
西
日
本
新
聞
掲
載
の

「
無
冠
の
群
像
」
が
高
場
乱

を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
今
か
ら
四
十

六
年
前
、
私
は
二
十
代
の
半

ば
だ
っ
た
。

　

研
究
を
志
し
た
私
は
、
最

後
の
玄
洋
社
社
長
進
藤
一
馬

さ
ん
の
紹
介
で
明
道
館
の
財

部
一
雄
さ
ん
に
会
い
、
財
部

さ
ん
の
紹
介
で
杉
山
茂
丸
の

孫
・
杉
山
龍
丸
さ
ん
を
訪
ね
、 

秋
月
の
乱
の
新
聞
記
事
を
頼

り
に
亀
陽
文
庫
（
福
岡
県
朝

倉
市
秋
月
）
を
運
営
し
て
い

た
庄
野
寿
人
さ
ん
に
連
絡
を

取
っ
た
。
占
領
軍
の
命
令
で

玄
洋
社
が
解
散
し
て
三
十
年

目
。
福
岡
に
は
玄
洋
社
ゆ
か

り
の
方
々
が
多
く
い
た
。
何

も
知
ら
な
い
非
常
識
な
若
者

に
見
え
た
は
ず
だ
が
、
学
者

で
は
な
く
、
歴
史
の
現
場
に

い
き
な
り
飛
び
込
ん
だ
こ
と

が
私
の
思
考
方
法
を
鍛
え
た

こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
。
社
会

に
は
ま
だ
玄
洋
社
を
タ
ブ
ー

と
す
る
空
気
が
強
か
っ
た
。

　

学
問
の
世
界
で
ど
う
評
価

さ
れ
る
か
で
は
な
く
、
玄
洋

社
を
じ
か
に
知
る
人
た
ち
の

実
感
が
私
の
ス
タ
ー
ト
地
点

だ
っ
た
。
通
説
・
定
説
の
側

が
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
と
、
そ
れ
を
正
す
た
め
に 

史
料
や
証
言
を
追
い
求
め
た
。

　

そ
の
頃
も
今
も
確
信
を
も

っ
て
言
え
る
の
は
、
玄
洋
社

は
単
な
る
政
治
結
社
で
は
な

い
し
、
ま
し
て
右
翼
や
侵
略

主
義
と
い
う
く
く
り
で
か
た

づ
け
る
の
は
間
違
い
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
辞
書

や
事
典
の
類
い
で
は
今
も
そ

れ
ら
が
正
当
な
見
解
と
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
す
が
に
福
岡
で
は
一
般

市
民
で
も
玄
洋
社
に
関
心
を

持
つ
人
が
多
い
。
玄
洋
社
や

頭
山
満
に
つ
い
て
学
び
た
い

と
、
議
員
や
経
営
者
や
市
民

向
け
講
座
や
公
民
館
か
ら
も

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
ど
こ
で
も
同
じ
話
を

し
た
。
福
岡
の
現
在
が
あ
る

の
は
玄
洋
社
の
人
た
ち
の
努

力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
。

政
治
的
主
張
を
排
除
し
て
、

右
も
左
も
な
く
歴
史
を
あ
る

が
ま
ま
に
見
よ
う
と
す
る
と

き
に
、
玄
洋
社
や
頭
山
満
や

高
場
乱
の
真
実
の
姿
が
浮
か

び
上
が
る
。
変
わ
り
者
で
し

か
な
か
っ
た
男
装
の
女
傑
・

高
場
乱
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
で
見
る
こ
と
が
、
今
よ
う

や
く
可
能
に
な
っ
た
。
時
代

が
後
か
ら
追
い
つ
い
て
く
る

思
い
で
あ
る
。

　

私
が
こ
こ
数
年
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
昭
和
史
の
語
ら

れ
ざ
る
真
実
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
玄
洋
社

や
頭
山
満
、
緒
方
竹
虎
を
ど

う
位
置
づ
け
る
か
。
人
生
の

残
り
時
間
を
数
え
な
が
ら
、

歴
史
の
か
け
ら
を
拾
い
集
め
、

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
完
成
を

め
ざ
す
日
々
で
あ
る
。

　

筆
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ル　

福

岡
地
方
史
研
究
会
会
長
、イ
シ

タ
キ
人
権
学
研
究
所
所
長
。

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）

年
福
岡
市
文
化
賞
受
賞
。
昭

和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
、

福
岡
市
赤
坂
二
丁
目
に
生
ま

れ
る
。
著
書
に
『
玄
洋
社
発

掘
』（
一
九
八
一
年
、
西
日

本
新
聞
社
）『
増
補
版
玄
洋

社
発
掘
』（
一
九
九
七
年
、同
） 

『
玄
洋
社
・
封
印
さ
れ
た
実

像
』（
二
〇
一
〇
年
、
海
鳥

社
）、『
筑
前
竹
槍
一
揆
研
究 

ノ
ー
ト
』（
二
〇
一
二
年
、花

乱
社
）
な
ど
。

石瀧　豊美さん

私
の「
玄
洋
社
」研
究

昭
和
史
の
中
の
玄
洋
社
の
位
置
づ
け
を
追
究

石
瀧 
豊
美
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進
藤　
　

玄　
　
（
府
中
市
）

　
【
一
万
円
】

谷
本　

憲
彦　
　
（
広
島
市
）

有
馬　
　

學　
　
（
東
京
都
）

秋
吉　

謙
一

　
　
　
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

箱
田　

満
輔　
　
（
小
平
市
）

安
川　

重
臣　
　
（
福
岡
市
）

堀
内　

恭
彦　
　
（　

同　

）

大
山　

弘
道　
　
（　

同　

）

西
方　
　

忍　
　
（　

同　

）

三
木　

年
史　
　
（
徳
島
市
）

内
藤　

武
宣　
　
（
東
京
都
）

平
湯　

芳
裕　
（
名
古
屋
市
）

日
野　

俊
二　
（
筑
紫
野
市
）

箱
田　

克
輔　
　
（
狛
江
市
）

草
野　

和
子　
　
（
松
戸
市
）

西
川　

眞
澄　
　
（
福
岡
市
）

中
本　

零
時　
　
（
東
京
都
）

坂
井　

貞
夫　
　
（
福
岡
市
）

室　
　
　

潔　
　
（
東
京
都
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

櫻
木　

嵩
士

　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
）

松
野
尾
英
彦　
（
北
九
州
市
）

米
本　

和
生

　
　
　
　
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

戸
高　

有
基　
（
津
久
見
市
）

三
原　

朝
彦　
（
北
九
州
市
）

小
野　

勇
夫　
　
（
福
岡
市
）

妹
尾　

正
為　
　
（　

同　

）

八
板　

俊
輔　

　
　
（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）

柴
田　

文
彦　
　
（
福
岡
市
）

島
津　

修
久　
（
鹿
児
島
市
）

鬼
木　
　

誠　
　
（
福
岡
市
）

山
村　

賢
三

　
　
　
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

坂
牧　

大
陸　
　
（
福
岡
市
）

西
口　

英
世　
　
（
川
越
市
）

庵
原　

義
一

　
　
　
　
（
福
岡
県
古
賀
市
）

伊
東　

聰
江　
　
（
東
京
都
）

山
内　

圭
司　
　
（
福
岡
市
）

中
村　

隆
輔　
　
（　

同　

）

村
井　

正
隆　
（
久
留
米
市
）

二
之
湯　

智　
　
（
京
都
市
）

魚
谷　

哲
央　
　
（　

同　

）

岩
崎　

成
敏　
　
（
福
岡
市
）

横
田　

進
太　
　
（　

同　

）

小
石
原
耕
作　
　
（
東
京
都
）

平
賀　

鳳
介　
　
（
福
岡
市
）

進
藤　
　

宏　
　
（
府
中
市
）

国
松　
　

誠　
　
（
藤
沢
市
）

小
柳　

政
則　
　
（
福
岡
市
）

秋
本　

武
史　
　
（　

同　

）

西
本　

潤
也　
　
（　

同　

）

梅
本　

真
央　
　
（　

同　

）

堺　
　
　

彪　
　
（　

同　

）

大
石　
　

宗　
　
（
高
知
市
）

福
田　

明
彦　
　
（
福
岡
市
）

濱
地　

光
男　
　
（
大
阪
市
）

生
武　
　

治　
　
（
福
岡
市
）

梶
原　
　

昻　
　
（　

同　

）

頭
山　

興
助　
　
（
東
京
都
）

中
村　

佐
枝　
　
（
福
岡
市
）

山
田　
　

真　
（
筑
紫
野
市
）

興
膳　

克
彦

　
　
　
　
（
福
岡
県
中
間
市
）

小
林　

直
貴　
　
（
横
浜
市
）

豊
沢　
　

猛　
　
（
福
岡
市
）

廣
田　

弘
一　
　
（　

同　

）

長
岡　

聖
司　
　
（　

同　

）

縄
田　

智
行　
　
（　

同　

）

大
島　

泰
治

　
　
　
（
福
岡
県
大
野
城
市
）

荒
津　

茂
徳

　
　
　
　
（
愛
知
県
日
進
市
）

川
辺　

俊
幸　
　
（
福
岡
市
）

岳　
　

康
宏　
　
（　

同　

）

山
城　

直
之　
　
（　

同　

）

堤
田　
　

智　
　
（　

同　

）

稲
富　

修
二　
　
（　

同　

）

藤
田　

道
子　
　
（　

同　

）

カ
ワ
ハ
ラ　

ナ
オ
ユ
キ

　
　
　
　
　
　
　
（
非
通
知
）

後
藤　

元
生　
　
（
福
岡
市
）

庄
野
崎
徹
二　
　
（　

同　

）

武
田　
　

熈（
さ
い
た
ま
市
）

進
藤　
　

学　
　
（
厚
木
市
）

高
場　

康
幸

　
　
　
　
（
福
岡
県
福
津
市
）

塚
田　

征
二　
　
（
福
岡
市
）

橋
田　

文
也　
　
（　

同　

）

有
國　

良
一　
　
（　

同　

）

　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

未
来
計
画
㈱　
　
（
福
岡
市
）

博
多
港
管
理
㈱　
（　

同　

）

警
固
神
社　
　
　
（　

同　

）

中
村
工
業
㈱　
　
（　

同　

）

太
宰
府
天
満
宮

　
　
　
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

九
星
飲
料
工
業
㈱

　
　
　
　
（
福
岡
県
糸
島
市
）

駿
和
物
流
㈱　
　
（
福
岡
市
）

平
野
神
社　
　
　
（　

同　

）

全
日
本
少
林
拳
武
徳
会
有
志

会　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

東
海
大
学　
　
　
（
東
京
都
）

　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

上
田
藤
兵
衛　
　
（
京
都
市
）

花
田　
　

勲　
　
（
東
京
都
）

吉
村
剛
太
郎　
　
（
福
岡
市
）

仲
原　

孝
志

　
　
　
　
（
福
岡
県
糸
島
市
）

斉
藤　

浩
平　
　
（
福
岡
市
）

　
【
二
万
円
】

大
江
田　

信

　
　
　
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

妹
尾　

俊
見　
　
（
福
岡
市
）

匿
名

小
野
里
耕
作　
　
（
東
京
都
）

坂
上　

英
雄　
　
（
大
阪
市
）

井
手　
　

昇　
（
北
九
州
市
）

西
村　
　

司　
　
（
福
岡
市
）

田
坂　

大
蔵　
　
（　

同　

）

　

こ
の
た
び
、
令
和
三
年
度

賛
助
会
費
の
納
入
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、早
速
、

大
勢
の
会
員
の
皆
様
か
ら
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

猛
威
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

を
脅
か
し
、
心
落
ち
着
か
ぬ

日
々
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

　

母
里
忠
一
（
ぼ
り
・
ち
ゅ

う
い
ち
）
さ
ん
が
三
月
十
七

日
、
骨
髄
線
維
症
の
た
め
逝

去
さ
れ
た
。
七
十
七
歳
だ
っ

た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

で
福
岡
藩
伝「
柳
生
新
影
流
」

の
伝
承
者
。
一
時
期
、
廣
田

　
【
訂
正
】
前
号
の
「
賛
助

会
員
芳
名
録
」
で
「
竹
内
知

巳
（
仙
台
市
）」
と
あ
る
の

は
「
智
巳
」
さ
ん
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

ま
す
が
、
社
会
活
動
も
自
粛

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
玄

洋
社
記
念
館
も
、
諸
行
事
が

二
年
連
続
で
実
施
で
き
ず
焦

燥
感
を
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
今
、
感
染
者
数
は
減
少

傾
向
と
い
い
ま
す
。
行
事
再

開
の
日
の
訪
れ
を
期
待
し
つ

つ
、
皆
様
の
ご
厚
志
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

玄
洋
社
記
念
館
理
事
長

　
　
　
　
　

吉
村　

剛
太
郎

弘
毅
先
生
顕
彰
祭
で
居
合
の

型
、
巻
き
わ
ら
切
り
な
ど
、

真
剣
を
使
っ
て
の
演
武
を
披

露
さ
れ
、
祭
典
に
彩
り
を
添

え
た
。

　

民
謡
「
黒
田
節
」
に
歌
わ

れ
た
酒
豪
の
福
岡
藩
士
、
母

里
太
兵
衛
の
子
孫
。

賛
助
会
員
芳
名
録

令和３年度

８
月
25
日
受
け
付
け
分
ま
で
（
敬
称
略
）

お
礼
の
言
葉

母
里
忠
一
さ
ん
ご
逝
去

顕
彰
祭
で
居
合
演
武
を
披
露

訃
報
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（5） 玄　　　　　　　　　洋　　　令和４年３月 31日 第 140号
　
「
令
和
」
と
初
め
て
耳
に

し
た
時
「
お
や
っ
？
」
と
思

っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。
高
校
で
日
本
史
を
教
え

て
い
て
「
四
月
に
新
元
号
が

発
表
さ
れ
て
、
五
月
か
ら
そ

う
な
る
が
何
だ
か
当
て
て
み

よ
う
。
も
し
、
見
事
当
て
た

ら
加
算
点
を
あ
げ
る
よ
」
と

言
っ
て
学
年
末
考
査
に
書
か

せ
た
こ
と
が
あ
る
。
発
表
時

に
は
進
級
・
卒
業
し
て
し
ま

っ
て
加
算
さ
れ
た
か
も
分
か

ら
な
い
。
い
わ
ば
改
元
の
気

運
を
生
徒
た
ち
の
間
に
惹
起

（
じ
ゃ
っ
き
）
さ
せ
る
意
味

で
や
っ
て
み
た
の
だ
が
、
七

十
人
ほ
ど
の
生
徒
の
中
、
当

て
た
の
は
〇
人
。
勿
論
、
ど

ん
な
案
を
書
い
て
き
て
も
、

す
べ
て
を
正
解
と
し
た
。

　
「
和
」
を
当
て
た
生
徒
は

い
た
。
自
分
た
ち
の
周
り
に

は
昭
「
和
」
生
ま
れ
が
多
い

か
ら
だ
ろ
う
。

　
「
令
」
は
出
典
、
万
葉
集

の
「
初
春
の
令
月
に
し
て
気

淑
く
風
和
ぎ
梅
は
鏡
前
の
粉

を
披
き
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫

ら
す
」
に
よ
る
と
さ
れ
、
推

薦
者
は
当
分
の
間
、
誰
と
も

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
が
、
早
々
に 

解
説
す
る
学
者
が
出
て
き
た 

の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

　

当
時「
令
」の
意
味
を「
秩

序
」
の
「
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
だ

と
解
説
す
る
な
ど
の
外
国
メ

デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、一
般
的
に
「
令
」
は
「
Ｏ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
・
秩
序
」
や
「
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
・
指
令
」

の
意
味
で
報
じ
ら
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
外
務
省
が
正
確

に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
令
和
」
に
は
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ

Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ　

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｙ
」、
美
し
い
調
和
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
説
明
す
る
よ
う
、
在
外
大

使
館
な
ど
に
指
示
し
た
。「
令 

夫
人
」、「
令
弟
」、「
令
妹
」、

　

私
た
ち
の
生
活
形
態
を
一

変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
は
、
感
染
者
数
こ
そ

減
っ
た
も
の
の
収
束
の
気
配

は
見
え
ま
せ
ん
。
感
染
拡
大

〝
第
六
波
〟
の
到
来
も
想
定

さ
れ
、
国
や
自
治
体
の
対
応

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
つ
い

「
令
甥
」、「
令
姪
」
な
ど
の

語
を
意
味
す
る
の
だ
と
い
う

こ
と
ら
し
い
が
、
普
通
は
前

者
の
よ
う
に
受
け
取
る
。

　

万
葉
集
が
大
宰
府
長
官
、

大
伴
旅
人
の
子
、
大
伴
家
持

に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
と
や

「
梅
」
の
字
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
神
徳
限
り
な
い
神
社
も

少
々
浮
つ
い
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
家
持
は
万
葉
集
最
後

の
歌
。
最
初
の
歌
は
雄
略
天

皇
の
お
歌
だ
。

　

太
宰
府
天
満
宮
に
ま
つ
ら

れ
る
菅
公
は
讒
言
（
ざ
ん
げ

ん
）
に
よ
り
大
宰
府
に
流
さ

れ
た
が
、
死
去
の
後
、
都
で

は
天
変
地
異
が
起
こ
り
、
改

元
が
な
さ
れ
た
。「
災
異
改

元
」
と
い
い
、
日
本
の
歴
史

で
は
そ
の
時
ば
か
り
で
は
な

く
、
時
宜
を
得
て
行
わ
れ
、

て
、
世
相
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
四
百
字
程
度
に
ま
と
め

て
、
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
玄
洋
」
紙
上
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

宛
先

〒
８
１
４

−

０
０
１
３
福
岡

県
福
岡
市
早
良
区
藤
崎
２
丁

目
12

−

11

玄
洋
社
記
念
館

過
去
に
は
「
祥
瑞
（
し
ょ
う

ず
い
）
改
元
」
も
あ
っ
た
。

　

会
社
の
転
勤
で
福
岡
に
五

年
間
勤
務
し
て
い
た
時
に

「
玄
洋
社
」の
こ
と
を
知
り
、

そ
の
後
、
東
京
に
戻
っ
て
か

ら
も
館
報
「
玄
洋
」
の
購
読

を
続
け
て
い
る
。

　

玄
洋
社
憲
則　

第
一
条　

皇
室
ヲ
敬
戴
ス
可
シ

　

を
思
い
つ
つ
、
一
国
民
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た

ら
、
元
号
と
コ
ロ
ナ
は
全
く

無
関
係
と
い
わ
れ
る
向
き
も

あ
ろ
う
し
、
お
前
が
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
話
題
に
す
る
の

さ
え
不
謹
慎
だ
と
言
わ
れ
そ

う
だ
が
、
期
待
す
る
も
の
が

あ
る
。

　
　
　
　

◇

　

※
祥
瑞
＝
め
で
た
い
前

兆
。
吉
兆

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
」

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

本
　
　
社
　
　
　
　
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
二‒

四‒

四
七‒

二
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
二‒

七
一
五‒

六
七
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
二‒

七
一
五‒

六
七
二
二

Ｈ
　
　
Ｐ
　 http://m

irai-keikaku.com

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　info@

m
irai-keikaku.com

-

〒
810
0062

未
来
計
画
　株式
会
社

代
表
取
締
役
　

渕
　
上
　
髙
　
当

代
表
取
締
役
会
長

ア
キ
ラ
グ
ル
ー
プ

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

会
　
長

代
表
取
締
役
社
長

テ
ー
マ「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
」

「
コ
ロ
ナ
収
束
」
と
「
祥
瑞
改
元
」

賛
助
会
員
投
稿

匿
　
名
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（6）玄　　　　　　　　　洋令和４年３月 31日 第 140号　　　
　

更
に
新
論「
新
し
い
社
会
」 

―
歴
史
的
分
野
―
著
作
者
は

専
修
大
学
教
授
鵜
飼
信
成
、

上
智
大
学
教
授
川
田
侃
、
編

集
委
員
市
川
建
夫
東
京
学
芸

大
学
教
授
以
下
二
十
八
氏
に

よ
る
教
科
書
に
は
二
〇
九
ペ

ー
ジ
中
国
、
朝
鮮
と
の
関
係

に
「
政
府
は
清
と
の
関
係
に

維
新
後
間
も
な
く
対
等
な
条

約
を
結
ん
で
正
式
の
国
交
を

開
い
た
。
又
、
朝
鮮
は
鎖
国

の
対
策
を
と
っ
て
い
た
の
で

政
府
と
の
交
渉
を
拒
ん
だ
。

そ
の
た
め
政
府
の
中
に
西
郷

ら
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
を

武
力
で
開
国
さ
せ
日
本
の
勢

力
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
征
韓

論
が
起
っ
た
。こ
の
主
張
は
、

政
府
の
や
り
方
に
不
満
を
持

つ
士
族
達
に
支
持
さ
れ
た

が
、
欧
米
か
ら
帰
国
し
て
国

国
々
と
は
、
先
ず
清
と
の
間

に
条
約
を
結
ん
で
国
交
を
開

い
た
が
、
鎖
国
政
策
を
と
っ

て
い
た
朝
鮮
は
交
渉
に
応
じ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
西
郷
隆

盛
ら
は
、
新
政
府
の
政
治
に

不
満
を
持
つ
士
族
の
力
を
外

に
向
け
る
為
も
あ
っ
て
、
一

八
七
三
年
、
征
韓
論
を
主
張

し
た
。
然
し
、
欧
米
か
ら
帰

国
し
た
岩
倉
ら
は
国
内
の
政

治
を
整
え
、
国
力
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
先
で
あ
る
と
し

て
、
西
郷
ら
を
抑
え
た
。
こ

の
為
、
之
を
不
満
と
し
た
西

郷
や
板
垣
退
助
、
江
藤
新
平

ら
は
、
辞
職
し
て
政
府
を
去

っ
た
」。
最
後
に
立
正
大
学

教
授
北
島
正
元
、
成
蹊
大
学

教
授
佐
藤
竺
、
横
浜
国
立
大

学
教
授
野
村
正
七
氏
ら
を
監

修
者
と
す
る
教
育
出
版
Ｋ
Ｋ

の
新
版
中
学
社
会
二
二
九
ペ

ー
ジ
、
明
治
初
期
の
外
交
の

中
で
「
朝
鮮
に
対
し
て
は
、

政
府
は
日
本
に
有
利
に
な
る

よ
う
な
形
で
国
交
を
開
こ
う

と
し
た
が
、
朝
鮮
は
之
に
応

じ
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
政

府
の
中
に
は
西
郷
隆
盛
、
板

垣
退
助
ら
を
中
心
に
武
力
を

用
い
て
も
国
交
を
認
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
征
韓
論
が
強
く

な
っ
た
。
然
し
、
一
八
七
三

内
の
改
革
を
優
先
す
る
こ
と

を
説
い
た
大
久
保
利
通
ら
が

反
対
し
た
ゝ
め
、
西
郷
や
板

垣
退
助
ら
は
辞
職
し
て
政
府

を
去
っ
た
」。
そ
し
て
中
学

社
会
―
歴
史
的
分
野
―
著
作

者
京
都
大
学
名
誉
教
授
井
上

智
勇
氏
以
下
九
氏
に
は
一
九

一
ペ
ー
ジ
領
土
と
外
交
の
項

に
「
朝
鮮
と
も
国
交
を
開
こ

う
と
し
ま
し
た
が
、
朝
鮮
は

応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
西
郷
ら
は
、
朝
鮮
を
武
力

を
用
い
て
で
も
開
国
さ
せ
よ

う
と
す
る
征
韓
論
を
主
張
し

ま
し
た
が
欧
米
か
ら
帰
国
し

た
岩
倉
具
視
ら
は
反
対
し
ま

し
た
」。
次
い
で
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
青
木
和
夫
氏

外
十
五
氏
の
執
筆
、
編
集
の

二
一
七
ペ
ー
ジ
、
外
交
の
展

開
の
中
に
「
一
方
、
近
く
の

年
、
欧
米
か
ら
帰
国
し
た
岩

倉
具
視
、
大
久
保
利
通
ら
は

国
内
を
改
革
し
て
国
力
の
充

実
を
は
か
る
こ
と
が
先
だ
と

主
張
し
、征
韓
論
を
抑
え
た
。

そ
の
為
、
征
韓
派
は
一
斉
に

政
府
の
職
を
や
め
た
」云
々
。

　

以
上
が
中
学
教
科
書
で
あ

る
。

　

続
い
て
筆
者
の
住
む
京
都

市
の
京
都
市
立
高
校
が
使
用

し
て
い
る
五
種
類
の
教
科
書

―
先
ず
時
野
谷
勝
、
原
田
伴

彦
、
直
木
孝
次
郎
「
日
本
史

改
訂
版
」
一
七
四
ペ
ー
ジ
、

国
際
社
会
へ
の
登
場
の
項
、

朝
鮮
と
の
国
交
は
幕
末
以
来

断
絶
し
て
居
た
の
で
、
政
府

は
国
交
再
開
を
求
め
た
が
朝

鮮
は
排
外
政
策
を
と
っ
て
、

之
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
我
が
国
は
一
八
七
三
年

（
明
治
六
年
）、
武
力
行
使

を
決
意
し
て
朝
鮮
に
対
す
る

要
求
を
通
そ
う
と
い
う
征
韓

論
が
起
こ
っ
た
。
然
し
、
欧

米
視
察
か
ら
帰
国
し
た
岩

倉
、
大
久
保
、
木
戸
等
は
内

政
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
主
張
し
て
之
に
反

対
し
、
征
韓
論
を
唱
え
て
居

た
西
郷
隆
盛
、
板
垣
退
助
、

江
藤
新
平
ら
は
辞
職
し
て
政

府
を
去
っ
た
。
又
、
同
書
一

七
八
ペ
ー
ジ
、
不
平
士
族
の

反
乱
に
は
「
封
建
的
特
権
を

奪
わ
れ
家
禄
を
失
っ
た
士
族

は
大
き
な
不
満
を
抱
き
、
政

府
の
革
新
政
策
に
反
抗
す
る

者
が
現
れ
て
き
た
。
殊
に
征

韓
論
に
敗
れ
て
西
郷
、
江
藤

ら
が
政
府
を
去
る
と
、
彼
等

は
不
平
士
族
の
反
政
府
運
動

の
首
領
に
推
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
佐
賀
の
乱
を
始
め
、
不

平
士
族
の
反
乱
が
続
い
た
」。

又
、
三
省
堂
の
「
高
校
日
本

史
」
―
京
都
府
立
大
学
教
授

門
脇
禎
二
、
同
藤
井
学
、
京

大
助
教
授
朝
尾
直
弘
、
奈
良

女
子
大
学
教
授
中
塚
明
、
龍

谷
大
学
教
授
木
坂
順
一
郎
、

京
都
府
立
大
助
教
授
井
口
和

起
共
著
―
に
は
そ
の
二
〇
〇

ペ
ー
ジ
十
章
近
代
国
家
の
成

立
と
文
化
の
近
代
化
（
そ
の

三
）
明
治
初
年
の
外
交
「
朝

鮮
と
の
国
交
々
渉
が
進
ま
な

い
ま
ゝ
、
岩
倉
ら
の
不
在
中

の
政
府
で
は
一
八
七
三
年
、

政
府
首
脳
で
あ
る
西
郷
隆

盛
、
板
垣
退
助
ら
が
中
心
に

な
っ
て
強
硬
な
征
韓
論
を
主

張
し
武
力
行
使
の
方
針
を
定

め
た
。
彼
等
の
主
張
の
背
後

に
は
対
外
出
兵
に
よ
っ
て
国

内
の
緊
張
を
高
め
、
全
国
の

士
族
の
不
満
を
解
消
し
よ
う

と
す
る
意
向
も
あ
っ
た
が
、

欧
米
視
察
か
ら
帰
国
し
た
大

久
保
利
通
始
め
、
岩
倉
や
木

戸
孝
允
ら
も
、
内
治
の
急
を

説
い
て
朝
鮮
へ
の
出
兵
に
強

く
反
対
し
た
。
そ
の
結
果
、

政
府
は
分
裂
し
、
西
郷
ら
は

下
野
し
た
」。

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

木 
俣 

秋 

水

⑪
〈２〉

近
代
史
家
た
ち
の
怠
慢
と

偏
見
の
結
果
だ

「西郷南洲翁隠家乃跡」 碑（福岡市中央区
舞鶴１丁目）。薩摩に逃避する勤王僧、月
照と西郷が、身を隠した醤油醸造元の跡

７
面
に
続
く
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（7） 玄　　　　　　　　　洋　　　令和４年３月 31日 第 140号
　

続
い
て
Ｋ
Ｋ
山
川
出
版
社

発
行
、
東
京
大
学
教
授
石
井

進
、
同
助
教
授
伊
藤
隆
、
同

名
誉
教
授
井
上
光
貞
、
前
立

教
大
学
教
授
大
久
保
利
謙
、

前
東
大
教
授
笠
原
一
男
、
学

習
院
大
学
教
授
児
玉
幸
多
、

東
大
助
教
授
高
村
直
助
、
東

大
教
授
土
田
真
鎮
、
東
大
名

誉
教
授
藤
木
邦
彦
、
同
宝
月

圭
吾
共
同
著
作
に
よ
る
標
準

日
本
史
に
よ
る
と
、
そ
の
中

の
近
代
国
家
の
成
立
―
二
〇

二
ペ
ー
ジ
、
初
期
の
国
際
関

係
の
所
で
は
「
岩
倉
大
使
一

行
が
帰
国
し
た
一
八
七
三
年

（
明
治
六
年
）、
国
内
で
は

征
韓
論
が
強
硬
に
主
張
さ
れ

て
い
た
。
日
本
が
朝
鮮
に
開

国
を
求
め
た
の
を
朝
鮮
が
あ

く
ま
で
拒
否
し
た
の
で
西
郷

隆
盛
、
板
垣
退
助
ら
が
武
力

を
行
使
し
て
で
も
要
求
を
貫 

け
、と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
岩
倉
、
大
久
保
ら
は

内
治
優
先
を
唱
え
て
之
に
反

対
し
た
の
で
遂
に
征
韓
論
は

敗
れ
て
西
郷
ら
は
官
を
辞
し

て
野
に
下
っ
た
」。
又
、
同

じ
陣
容
で
の
著
作
者
に
よ
っ

て
編
纂
（
さ
ん
）
さ
れ
た
詳

説
日
本
史
（
山
川
出
版
社
）

に
よ
る
と
二
四
五
ペ
ー
ジ
新

政
へ
の
反
動
で
「
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
に
は
西
郷
隆

盛
、
板
垣
退
助
ら
が
唱
え
た

征
韓
論
に
は
、
こ
の
様
な
不

平
士
族
の
不
満
を
外
征
に
よ

っ
て
そ
ら
そ
う
と
す
る
狙
い

も
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
時
、

欧
米
各
国
の
視
察
を
終
え
て

帰
国
し
た
岩
倉
具
視
、
大
久

保
利
通
、
木
戸
孝
允
、
伊
藤

博
文
ら
は
、
内
治
の
整
備
が

急
務
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

外
征
に
反
対
し
、
征
韓
論
は

中
止
と
な
っ
た
」。
又
、
三

省
堂
の
高
校
日
本
史
（
門
脇

禎
二
京
都
府
立
大
学
教
授
、

朝
尾
直
弘
京
都
大
学
教
授
、

中
塚
明
奈
良
女
子
大
教
授
、

木
坂
順
一
郎
龍
谷
大
学
教

授
、
井
口
和
起
京
都
府
立
大

学
助
教
授
を
著
作
者
と
す

る
）
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
ペ

ー
ジ
、
明
治
初
年
の
外
交
の

項
に
「
朝
鮮
と
の
国
交
交
渉

が
進
ま
な
い
ま
ゝ
、
岩
倉
ら

不
在
中
の
政
府
で
は
一
八
七

三
年
政
府
首
脳
で
あ
る
西
郷

隆
盛
、
板
垣
退
助
ら
が
中
心

に
な
っ
て
強
硬
な
征
韓
論
を

主
張
し
武
力
行
使
の
方
針
を

定
め
た
。
彼
ら
の
主
張
の
背

後
に
は
、
対
外
出
兵
に
よ
っ

て
国
内
の
緊
張
を
高
め
、
全

国
の
士
族
の
不
満
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
意
向
も
あ
っ
た

が
、
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
し

た
大
久
保
利
通
始
め
、
岩
倉

や
木
戸
孝
允
ら
も
内
治
の
急

を
説
い
て
朝
鮮
へ
の
出
兵
に

強
く
反
対
し
た
。そ
の
結
果
、

政
府
は
分
裂
し
、
西
郷
ら
は

下
野
し
た
」
云
々
。
又
、
稲

坂
泰
彦
、
川
村
善
二
郎
、
村

井
益
男
、
甘
粕
健
の
四
氏
が

著
作
者
に
な
っ
て
居
る
三
省

堂
発
行
の
「
日
本
史
」
改
訂

版
二
一
九
ペ
ー
ジ
「
自
由
民

権
運
動
と
帝
国
憲
法
の
制

定
」
―
士
族
の
反
乱
の
項
に

は
一
八
七
三
年
、
朝
鮮
と
の

国
交
再
開
の
交
渉
が
難
航
し

て
居
る
の
を
機
会
に
、
参
議

の
西
郷
隆
盛
、
板
垣
退
助
ら

は
征
韓
論
を
唱
え
、
政
府
も

い
っ
た
ん
、
征
韓
論
を
決
め

て
士
族
の
不
平
を
外
に
そ
ら

そ
う
と
図
っ
た
。
こ
の
時
、

外
遊
か
ら
帰
国
し
た
岩
倉
具

視
、
大
久
保
利
通
ら
は
国
内

政
治
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

と
説
い
て
西
郷
ら
の
主
導
に

よ
る
征
韓
の
実
行
に
反
対
し

た
結
果
、
征
韓
計
画
は
中
止

と
な
り
征
韓
派
は
一
斉
に
辞

表
を
提
出
し
た
。
こ
の
分
裂

に
よ
り
、
政
府
の
実
権
は
、

大
久
保
等
が
掌
握
す
る
所
と

な
っ
た
。

　

嘘
も
百
遍
言
え
ば
本
当
に

な
る
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
言

で
あ
る
が
、
驚
く
べ
し
。
日

本
国
民
は
以
上
の
よ
う
な
曖

昧
（
あ
い
ま
い
）
に
し
て
謬

節
（
び
ゅ
う
せ
つ
）、
杜
撰 

（
ず
さ
ん
）
に
し
て
虚
言
に

満
ち
た
明
治
初
年
の
現
代
史

を
、
実
に
百
年
の
長
き
に
亘

（
わ
た
）
っ
て
教
科
書
と
い

う
最
高
の
権
威
あ
る
書
物
に

よ
り
各
一
流
大
学
の
錚
々

（
そ
う
そ
う
）
た
る
人
々
の

執
筆
に
よ
っ
て
聞
か
さ
れ
、

読
ま
さ
れ
て
来
た
。
何
人
と

雖
（
い
え
ど
）
も
西
郷
征
韓

論
、
征
韓
論
即
西
郷
さ
ん
と

云
う
イ
メ
ー
ジ
を
叩
き
込
ま

れ
て
来
た
。
日
本
を
近
代
化

し
た
明
治
維
新
最
大
の
功
臣

を
斯
様
に
寄
っ
て
タ
カ
っ
て

大
陸
侵
略
の
尖
兵
（
せ
ん
ぺ

い
）と
し
て
の
汚
名
を
冠（
か

ぶ
）
せ
た
歴
史
は
ス
タ
ー
リ

ン
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
排
撃
以

来
、
世
界
的
に
稀
な
事
実
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

西
郷
は
軍
人
に
し
て

　

軍
人
に
非
ず

　

軍
事
評
論
家
松
下
芳
男
氏

は
、
西
郷
隆
盛
は
明
治
五
年

六
月
十
九
日
、
日
本
陸
軍
初

代
の
元
帥
と
な
り
、
六
年
五

月
十
日
陸
軍
大
将
と
な
っ
て

居
る
か
ら
、
そ
の
圧
力
は
後

年
の
軍
部
大
臣
の
比
に
非

ず
、
西
南
戦
争
に
於
け
る
西

郷
党
一
連
の
目
的
と
性
格
は

単
な
る
政
治
行
動
で
は
な
く

政
治
に
圧
力
を
加
え
ん
と
し

た
軍
閥
の
行
動
だ
と
論
じ
て

居
る
が
、
戦
後
、
軍
の
攻
撃

者
を
民
主
主
義
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
し
て
評
価
し
た
低
俗

な
世
論
迎
合
の
評
論
家
の
妄

説
で
あ
っ
て
哲
人
西
郷
を
斯

様
な
佩
剱
を
背
景
に
物
を
言

う
軍
閥
亜
流
の
一
人
と
し
か

見
な
い
近
視
眼
的
な
批
評
家

が
か
か
る
謬
論
（
び
ゅ
う
ろ

ん
）
を
吐
く
の
で
、
益
々
、

西
郷
征
韓
論
の
デ
ッ
チ
上
げ

議
論
の
論
拠
が
固
ま
っ
て
行

く
の
で
あ
る
。「
ぬ
れ
衣
を

ほ
そ
う
と
も
せ
ず
こ
ど
も
ら

が
な
す
が
ま
ま
に
果
て
し
君

か
な
」
と
は
、
盟
友
勝
海
舟

が
西
郷
に
送
っ
た
和
文
で
あ

る
が
、
西
郷
隆
盛
は
幕
末
島

津
藩
の
進
路
を
開
拓
す
る
為

に
君
命
に
よ
っ
て
島
津
藩
軍

賦
役
の
地
位
に
就
い
た
が
、

彼
自
身
は
松
下
芳
男
氏
の
言

う
様
な
軍
人
で
は
無
い
。
西

南
戦
争
で
は
私
学
校
生
徒
に

殉
じ
た
気
持
ち
で
全
然
軍
の

指
揮
権
を
と
ら
ず
、
元
帥
、

大
将
と
言
っ
て
も
本
来
、
武

道
の
心
得
も
無
く
、
況
（
い

わ
ん
）
や
戦
略
技
術
に
疎
い

西
郷
を
廃
藩
置
県
一
年
目
に

政
府
の
御
都
合
で
大
将
に
し

た
の
は
、
当
時
の
公
卿
と
薩

長
政
府
の
策
謀
で
あ
っ
て
、

廃
藩
置
県
と
云
う
我
国
未
曾

有
の
大
変
革
の
実
行
に
当
っ

て
明
治
維
新
最
高
の
功
労
者

と
し
て
威
望
一
世
を
覆
う
西

郷
の
存
在
を
利
用
し
た
。�

　

�

（
こ
の
項
続
く
）

６
面
か
ら
続
く

西南戦争の激戦地 「田原坂」 ＝熊本
市北区植木町＝近くに田原坂西南
戦争資料館がある
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ー
書
と
人
物
ー

　

私
が
所
蔵
し
て
い
る
頭
山

満
の
自
筆
書
簡
が
あ
る
。
私

の
手
元
に
収
ま
る
と
秘
蔵
な

ら
ぬ
死
蔵
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
こ
の
際
、
こ
の
珍
し

い
手
紙
を
公
に
し
て
お
く
こ

と
に
し
た
。

　

現
状
は
、
切
手
が
貼
ら
れ

た
封
書
を
切
り
開
い
て
、
手

紙
と
一
緒
に
掛
け
軸
に
仕
立

て
ら
れ
て
い
る（
写
真
１
）。

虫
食
い
や
シ
ミ
や
破
れ
な
ど
、

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た
様

子
は
な
く
、
保
存
状
態
は
極

め
て
い
い
。

（
宛
名
）
武
昌
城
東
一
里
洪

山
軍
／
司
令
部
総
参
謀
所　

高
邁
殿

（
差
出
人
）
上
海
北
四
川
路

一
五
七　

頭
山
満　

一
月
十

七
日

　

上
海
滞
在
中
の
頭
山
満
が

武
昌
の
高
邁
に
宛
て
た
封
書

で
あ
る
（
写
真
２
）。
手
紙

の
内
容
は
た
い
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
辛
亥
革
命
の
最
中

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

年
号
も
大
正
元（
一
九
一
二
）

年
と
確
定
で
き
る
。
当
時
の

頭
山
満
を
め
ぐ
る
社
会
状
況

を
考
え
る
と
き
、
こ
の
封
書

は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り

始
め
る
の
で
あ
る
。

　

清
朝
打
倒
を
め
ざ
す
辛
亥

革
命
は
明
治
四
十
四
（
一
九

一
一
）
年
十
月
十
日
、
武
昌

で
の
革
命
派
の
蜂
起
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
武
昌

は
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国

武
漢
市
の
一
部
で
、
漢
口
・

漢
陽
と
と
も
に
武
漢
三
鎮
と

呼
ば
れ
た
。
武
昌
の
洪
山
と

い
う
地
域
（
武
漢
市
に
洪
山

路
と
い
う
地
名
が
今
も
存
在

す
る
）
に
あ
る
軍
司
令
部
の

高
邁
に
宛
て
て
い
る
の
だ
が
、 

手
紙
の
中
身
で
は
「
永
井
老

兄
」
と
書
か
れ
て
い
る
か

ら
、
永
井
と
い
う
日
本
人
が

中
国
名
・
高
邁
を
名
乗
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ

る
。

　

切
手
は
菊
切
手
の
三
銭

（
赤
）（
写
真
３
）
で
、
も
ち

ろ
ん
大
日
本
帝
国
発
行
だ
が
、 

切
手
の
最
下
部
に
右
か
ら
左

へ
と
「
支
那
」
と
い
う
文
字

が
後
か
ら
刷
り
込
ま
れ
て
い

る
（「
支
那
」
加
刷
菊
切
手

と
言
う
）。
そ
れ
が
な
ぜ
上

海
か
ら
武
昌
へ
の
郵
便
物
で

通
用
し
た
の
か
と
い
う
と
、

中
国
（
清
国
）
で
活
動
す
る

日
本
の
郵
便
局
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
切
手
の
消
印
か
ら

は
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｉ
、
１

７
・
１
・
１
□
と
か
ろ
う
じ

て
読
み
取
れ
る
が
、
一
月
十

七
日
、
上
海
の
日
本
郵
便
局

の
消
印
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
も
う
ひ
と
つ
、
頭
山
満

の
名
前
の
部
分
に
も
消
印
が

あ
り
、
数
字
は
２
１
・
１
・

１
２
（
日
・
月
・
西
暦
年
下

二
桁
の
順
）、
つ
ま
り
一
九

一
二
年
一
月
二
一
日
を
示
し
、 

武
昌
の
日
本
郵
便
局
に
届
い

た
月
日
が
押
印
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　

手
紙
の
内
容
は
次
の
通
り

（
写
真
４
）。

　
「
貴
翰
拝
誦
（
お
手
紙
を

読
み
ま
し
た
）。
御
高
情
奉

謝
候
（
親
切
な
お
気
持
ち
に

感
謝
し
ま
す
）。
其
中
御
伺

可
致
存
居
候
条
（
そ
の
内
、

お
伺
い
す
る
つ
も
り
で
す
の

で
）、
御
承
知
置
被
下
度
候 

(

ご
承
知
置
き
く
だ
さ
い
）。 

右
御
答
迄
。
匆
々
。

十
七
日　
　

頭
山
満

　

永
井
老
兄
」

　

手
紙
で
は
月
日
を
書
く
の

が
ル
ー
ル
だ
が
、
一
月
を
書

き
落
と
し
て
い
る
。
内
容
は

永
井
が
頭
山
満
を
武
昌
に
招

待
し
た
こ
と
へ
の
返
事
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
頭
山
満

の
署
名
の
、
独
特
の
書
き
方

か
ら
も
自
筆
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
（
だ
か
ら
こ
そ
受

取
人
も
保
存
す
る
価
値
を
認

め
た
の
だ
が
）、
後
の
頭
山

満
の
奔
放
と
も
言
え
る
書
法

と
比
較
す
る
と
、
ご
く
ご
く

常
識
的
な
ラ
イ
ン
に
収
ま
っ

て
い
る
の
が
む
し
ろ
驚
き
で

も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
あ
え
て

逸
脱
す
る
こ
と
で
、 

書
法
の
奔
放
さ
を
発
揮

す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
。

　
「
頭
山
の
一
行
は
其

後
上
海
の
四
川
路
に
一

家
を
構
へ
、
腰
を
落
付

け
て
ヂ
ツ
と
形
勢
の
推

移
を
観
望
し
て
ゐ
た

が
」（『
東
亜
先
覚
志
士

記
伝
』中
巻
、
四
七
一

ペ
ー
ジ
）

　

一
家
を
構
え
た
と
い

う
の
が
差
出
人
住
所
の

こ
と
に
違
い
な
い
。
右

の
記
事
の
裏
付
け
と
な

る
点
で
も
こ
の
書
簡
は

一
層
興
味
深
い
。

　

永
井
老
兄
に
該
当
す

る
人
物
は
『
東
亜
先
覚

志
士
記
伝
』下
巻
の
列

伝
に
は
見
当
た
ら
な

い
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 82 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

㉖

（写真１）

（写真２）

（写真３）

（
写
真
４
）
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